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評価日

令和6年 3月 29日

《目的》

今年度の本園の保育・教育全般を総合的に評価し、次年度の計画に活かすものとする

《評価方法》

3月 のクラスリーダー会議に於いて、園の自己評価を実施する→園毎の成果と課題を明らかにし、管理者会議

にて報告→園の全職員に自園及び全園の評価結果をフィードバックする→次年度の事業計画に反映させる

評価 評価 。改善案(C・ A)

経

営

|こ

つ

い

て

1 地域に必要とされるこども園である 。いいえ

13に ついて

園行事や職員の手不足があり、

研修する機会が少なかった。次

年度は研修機会を増やす予定で

ある。

2 各管理者が責務を果たしており、法人組織・施設の組織体

制が有効に機能 している

・いいえ

3 法人理念・経営理念 。こども園理念・保育理念に沿った運

営ができている

Iはし司・ぃぃえ

4 評価制度や目標達成シー ト、職員テーマを資質向上に活か

せている

・いいえ

5
年度末に保護者運営アンケートを実施し、保護者への

フィードバックと共に、次年度の運営に反映させている

・いいえ

6 職員の処遇や労働状況が整い、意欲を持って働ける職場に

なっている

はい 。いいえ

7 個人情報を適正に取り扱っている いいえ

8 能率的・合理的・明文化された組織になっている し いいえ

9 公文書の授受 。発送・処理を取り扱い、保管や処理は慎重

かつ適正に行っている

・いいえ

10 各種会計処理を適切に行っている ・いいえ

11 職員は就業規則や保育の手引きなどの規則を遵守し業務に

あたっている

はい 。いいえ

12 各種会議は効率的・効果的に進めている ・いいえ

13 研4多計画や研修制度を充実させ、その成果を日々の保育に

活かしている

は い

14 職員相互が互いに高めあう関係を築けている ・いいえ

15 SNSな どの情報発信手段についての知識を備え、適切に
活用している

は い ・いいえ

保

育

,こ

つ

い

て

16 幼保連携型認定こども園教育・保育要領を遵守した教育・

保育計画の立案、並びに教育・保育がされている

は い ・いいえ

17 計画は子どもの実態、地域の状況、社会情勢などを踏まえ

た内容になっている

はい 。いいえ

18 教育・保育目標、教育・保育方針、年齢ごとのねらい、保

育テーマが全職員に共通理解されている

いいえ
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いいえ
19
子どもの人権を尊重した言葉かけや対応がなされ、子ども

の最善の利益 (子 ども第一主義)で保育が行われている

は い
。

20 ロセスや発達心理学を理解しているス

タッフにより、適切な援助がなされている

子どもの発達のプ
は い ・いいえ

21
ヽ担当と子どもの間には信頼関係が成り立っている 。いいえ

22
児童や家庭についての必要な記録は漏れなく記載している

は い・いいえ

23 保健的な環境の中で保育がされている 。いいえ

24 保健・安全に関する指導や訓練を通して、よい習慣が身に

ついている

は い・いいえ

25
いにとってよりよい環境を常に作り出している子ども ・いいえ

26
ヽ日 振 返 りを基 保育 (業務) 改善 努 めり tこ

々 の ヽの t るて ・いいえ

ヽ ヽ
27 行事を通して何を育てようとしているかを明確にし、子ど

もの主体性を助長する援助ができてぃる

は い
。

い
28 いの大切さを理解し、関わりの場を意識的異年齢の触れ合

に取 り入れている

。いいえ

|ま し

保

育

に

つ

い

て

29 幼児は、施設間交流や小学校との連携の機会を設け、成長

を促している

いいえ

いヽ
30 保護者への説明は丁寧に行い、不安や不信感を生じさせて

いない
は い

。

し
31 保護者との意思疎通が良好で、子どもの発達に関する共通

理解や育児指導、家庭支援を行えている

。いいえ

ヽ

保

護

者

に

つ

い

て

32 保護者を対象にした子育てについての啓発の機会を設けて

い る

。いいえ

ヽ
33 園内外の点検を定期的に行い、国内外を美しく保ち、衛生

的、整頓、情緒的な保育環境を作れている

。いいえ環

境

34 ヽ不審者対応に常に周到な配慮をしている 。いいえ

35 こども園の様子や、園が行つている保育事業などを地域に

情報発信できている

は い 。いいえ

36 関・専門機関・公共機関・幼稚園などとの

交流や情報を共有している

小学校・医療機 は い ・いいえ

ヽ
37 地域の人材活用、地域の行事などに積極的に参加 し、文化

や生活に触れている

・いいえ

38 こども園を地域の資源として開放し、人々が気軽に訪れる

場所になっている

はい 。いいえ

39
い ヽ第二者評価を導入し、施設運営に反映している は い

地

域

と

の

連

携

40
し地域や保護者のご意見を施設運営に反映している 。いいえ

19に ついて

研修等を実施したり職員同士で

気にかけたりしているが、しS、 と

した時に不適切な言葉が出てい

ることもあるため、今後も人権

研修に取り組み、定着を図りた

い。

クラスでの活動は子ども主体に

なりつつあるが、行事について

はまだ検討の余地がある。

30について

園側の説明が不十分な時があ

り、不安を感じさせてしまう事

があったため、保護者対応につ

いて、園内研修等で共通理解を

図りたい。

39について

第 3者評価の導入を検討してい

く。

27について



認定こども園の教育・保育のチエツク
リスト100 認定こども国しろはと保育国 自己評価集計結果 (施設 )

<評価方法>
十分理解できている(十分できている)・中◎3点  理解している(できている)・中02点  ふつう・中▲1点  努力が必要… XO点

集計結果 (チェック3回分)

レーダー I 国の基本姿勢について
15項 目)

Ⅲ 園独自の取組に

ついて(2項目〉
正 第1章 総則(47項 目)

Ⅱ 第4草 子育ての支援
15項目)

Ⅱ 第2草 ねらい及び内容
並びに配慮事項

(28項 目)

―一 生回目

Ⅱ 第3章 健康及び安全

(13項 目)
――・2回 目 ……D3回 目

国職員全体評価・反省
B園独自の取り組みについては、ほぼ全員の職員が理解している。
日子育て支援については、子育て支援に対しての共通理解ができていない職員が多い。支援センターだけが支援ではない。
(保護者に対しての支援も子育て支援となる。)
・総則については、こどもへの理解を全体で深めていきたい。
日第2・第3章については、ほば理解しており、適切な計画がされている。

口合 人叡

入力してください
人25

評 価 ◎ O ▲ X ◎ O ▲ X ◎ O ▲ X

I国の基本姿勢について(5項 目) 86 33 4 2 89 29 7 0 79 42 4 0
Ⅱ 第1章 総則(47項 目) 457 513 187 18 417 497 240 21 433 569 165 8

279第2章 ねらい及び内容並びに配慮事項(28項 目) 324 221 147 8 283 262 153 2 302 117 2

第3章 健康及び安全(13項目) 157 116 50 2 138 130 51 6 157 135 31 2

第4章 子育ての支援(5項 目) 43 54 26 2 43 47 35 0 43 64 18 0
Ⅲ 園独自の取組について(2項目) 40 8 1 1 41 6 3 0 39 9 2 0

1回 目 2回 目 3回 目


